
福島工業高等専門学校 基準１ 

Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として、高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は，準学士課程及び専攻科課程について，学則に定めている（資料１－１－①－１）。

また，準学士課程及び専攻科課程の教育理念，学習・教育目標，養成する人材像も具体的に定めてい

る。特に本校では工学系とビジネス系の２つの教育体系を有しており，それぞれの学科と各専攻を通

じての養成する人材像を分かりやすく説明し（資料１－１－①－２），また図示している（資料１－

１－①－３）。さらに，準学士課程の各学科及び専攻科課程の各専攻についても養成する人材像を明

確に定めると共に（資料１－１－①－４），卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力につ

いても，準学士課程及び専攻科課程で具体的に示している（資料１－１－①－５）。 

 

資料１－１－①－１

福島工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第１章 本校の目的 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に 

必要な能力を育成することを目的とする。 

 

第２９条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において学際

的領域や広い視野に目を向けた高度な専門的学術を教授研究し，もって豊かな教養と人

格を備え，広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

 

（出典：福島工業高等専門学校学則）

 

資料１－１－①－２

教育理念、学習・教育目標、養成する人材像 

１．教育理念 

国立高専機構法第３条の高専機構の目的は「機構は，高専を設置すること等により，職業に

必要な専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成すると共に，我が国の高等教育の水

準の向上と均衡ある発展を図ることを目的とする。」である。 

 

福島工業高等専門学校（本校）の教育理念は，この機構の目的に沿って下記の３項目を設定

した。 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

１）広く豊かな教養と人間力の育成 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

２．学習・教育目標 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために，倫理･教養を身につける。 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識創造の時代に 

柔軟に対応できる能力を身につける。 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら工夫して新し

い産業技術を創造できる能力を身につける。 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力を身につける。 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力を身につける。 

６）情報技術を活用して，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力を身に

つける。 

 

３．養成する人材像 

本校の準学士課程は，工学系４学科とビジネス系１学科，専攻科課程は工学系２専攻とビジ 

ネス系１専攻から構成されており，「工学系－ビジネス系」の融合したシナジー教育がそ

の特色である。そのため，本校で育てる人材像を以下に列記する。 

１）工学系の学科と専攻 

①十分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者 

②モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

③外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 

２）ビジネス系の学科と専攻 

①管理能力を持ったビジネス系職業人 

②国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

③情報技術を備え，工学的知識も獲得した実践的職業人 

 

 

（出典：平成 12 年度～Ｈ17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－１－①－３

福島高専の養成する人材像

　　　　　ビジネス
コミュニケーション学専攻

機械・電気システム工学専攻

物質・環境システム工学専攻

 

専　攻　科　教　育

技術経営論・産業技術特論 I（機械・電気）・産業技術特論 II（物質・環境）

ビジネス英語 ・経営管理論・生産管理論・ベンチャービジネス論

安全工学特論・情報工学特論・環境解析評価論

工学系-ビジネス系のシナジー科目

　実践的ビジネス
プロフェッショナル

　　実践的技術
プロフェッショナル

学部レベルで初めてのＭＯＴ（技術経営）教育

①管理能力を持ったビジネス系職業人
②国際社会に対応したビジネスコミュニ
　　ケーション能力を持った職業人
③情報技術を備え、工学的知識も獲得し
　　た実践的職業人

①十分な基礎学力の上に専門知識を修得
　　し、知識創造の時代に柔軟に対応できる　
　　技術者
②モノづくりと環境保全の調和に配慮できる
　　技術者
③外国語能力を備え、ビジネス系の知識も獲
　　得した実践的技術者

 モノづくりを重視した
創造的実践力の育成

実 践 的 技 術 者 実践的ビジネスマン

工学系-ビジネス系の
　　シナジー教育

本　科　教　育

物質工学科・建設環境工学科
コミュニケーション情報学科

　 機械工学科・電気工学科

複眼的な視野で課題探究し、創造的実践力を身に付ける教育

 

 

図 1-1 工学系-ビジネス系シナジー教育で養成する人材像 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）

  6



福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－１－①－４

準学士課程の各学科及び専攻科課程の各専攻で養成する人材像 

 

表１.１-１ 準学士課程の各学科の養成する人材像 

学 科 目標と養成する人材像 

機械工学科 
機械工業のみならず一般産業を含めた広い分野において科学技
術の進展に対処できる機械技術者の育成 

電気工学科 
電気・電子・情報技術を中心として産業界のさまざまな分野で
活躍できる技術者の育成 

物質工学科 
時代のニーズに即した種々の機能性材料を開発、生産する化
学，医薬品，食品工業をはじめ，機械，電気，電子工業などの
素材技術者の育成 

建設環境工学科 
建設技術の基礎の上に，自然環境に配慮しながら持続可能な開
発や社会基盤施設の建設に対応できるシビルエンジニアの育成 

コミュニケーション

情報学科 

「ビジネス」，｢英語」，｢情報｣に重点を置いたコミュニケーシ
ョン科学に関する教育・研究により，ビジネス社会の現場で活
躍できる人材の育成 

 

表１.１-２ 専攻科課程の各専攻の養成する人材像 

専 攻 目標と養成する人材像 

機械・電気システム
工学専攻 

準学士課程の機械工学科、電気工学科のそれぞれの専門的
な基礎の上に，機械設計関連，システム制御関連，電子物性
関連および情報関連分野に関するより高度で応用性の高い専
門科目を履修する。さらに，技術経営論，ベンチャービジネ
ス論などのビジネス系科目を履修することにより，境界領域
分野や高度情報化社会における先端技術の開発や技術移転等
にも対応できる「実践的技術プロフェッショナル」の養成を
めざす。 

物質・環境システム
工学専攻 

準学士課程の物質工学科、建設環境工学科のそれぞれの専
門分野の基礎学力を充実させ，その応用性や専門性を深めさ
せ，さらに高度な環境工学関連の科目を履修する。さらに，
ビジネス系科目を履修することにより，自己の専門領域を超
え、環境への影響に配慮しつつ先端技術に柔軟に対応できる
スキルを身につけた「実践的技術プロフェッショナル」の養
成をめざす。 

ビジネスコミュニ 
ケーション学専攻 

準学士課程のコミュニケーション情報学科の英語，情報，
コミュニケーション科学を中心にした社会科学の基礎の上
に，経営管理系科目，生産管理系科目，ベンチャー・地域計
画学の専門科目を履修する。さらに，工学系科目を履修する
ことにより，工学的知識を獲得し利用できるスキル，国際社
会に対応したビジネスコミュニケーション能力，モノづくり
の生産ラインに係わるマーケットリサーチ，企画，開発，生
産，流通管理，販売の実務能力を併せ持ち，地域に根ざした
グローバルな視点を持つ「実践的ビジネスプロフェッショナ
ル」の養成をめざす。 

 

 

（出典：平成 12 年度～平成 17 年度における「自己点検・評価」報告書）
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福島工業高等専門学校 基準１ 

 

資料１－１－①－５

卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

準学士課程 

１） 豊かな教養と周囲に配慮できる人間性 

２） 専門分野の基礎知識とそれらの総合的応用能力 

３） 自ら工夫し、広い視野から新しい発想ができる能力 

４） 自己を啓発し、課題を分析して解決する能力 

５） モノづくりやデザインの実践力 

６） 基礎的なコミュニケーション能力と情報技術を活用したプレゼンテーション能力 

 

専攻科課程 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識

創造の時代に柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自

ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーシ

ョン能力 

（出典： 運営会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校は，社会に対して担う基本的な役割として準学士課程と専攻科課程の目的を定めている。また，

学校としての教育理念や学習・教育目標，課程ごとの養成すべき人材像を工学系とビジネス系の各学

科及び各専攻についても具体的に定めているほか，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能

力を準学士課程と専攻科課程で定め，達成しようとしている基本的な成果等を明確にしている。 

以上のことから，本校は，高等専門学校としてその目的を明確に定めている。 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第 70 条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的（前述資料１－１－①－１学則（抜粋））は，高等専門学校創設の趣旨である「実践的

技術者を養成する高等教育機関」としての責務及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策

定されたものである。また，学校教育法第 70 条の２には「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成する」という２つの具体的な目的があるが，本校の養成する人材像及び卒業（修了）時に

身に付けるべき学力や資質・能力は，これらとの関連を明確にして策定されている。 

 

 「深く専門の学芸を教授し」に対応 「職業に必要な能力を育成する」に対応 

 

 

準

学

士

課

程 

 

卒業時に身に付けるべき学力や資質・

能力のうち 

１）人や社会や環境に配慮できる能力

を養うための倫理・教養」 

２）工学及びビジネスの幅広い基礎知

識を修得し，柔軟に対応する能力 

卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力のうち 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し，新しい技術

を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発

し，問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実

践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力と

コミュニケーション能力 

 修了時に身に付けるべき学力や資質・

能力のうち  

専

攻

科

課

程 

１）地球的視野から人や社会や環境に

配慮できる能力を養うための倫理・

教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎

知識の上に，融合・複合的な専門知

識を修得し，知識創造の時代に柔軟

に対応できる能力 

 

 

修了時に身に付けるべき学力や資質・能力のうち 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジ

ー）効果により，複眼的な視野を持って自ら工夫

し、新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発

し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした

創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュ

ニケーション能力及びプレゼンテーション能力 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的は，高等専門学校創設の趣旨及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策定さ

れている。また，養成する人材像や卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力は，学校教育

法上の高等専門学校の目的との対応を明確にした上で策定されている。 

以上のことから，本校の目的は，学校教育法第 70 条の２に規定された，高等専門学校一般に求め

られる目的からはずれるものでない。 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的はウェブサイトに掲載されているほか（資料１－２－①－１），学生便覧にも掲載され

ている（資料１－２－①－２）。 

 教育理念，学習・教育目標，養成する人材像，卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力

は，学生便覧に掲載するほか（資料１－２－①－３），常に学生や教職員の目に触れるように各教室

やゼミ室及び会議室等に掲示して（資料１－２－①－４），その周知徹底を図っている。 

 

資料１－２－①－１ 

 

 

（出典：本校ウェブサイト） 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－２

福島工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第１条 本校は，教育基本法及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的とする。 

 

第 29 条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において学際的領域や

広い視野に目を向けた高度な専門的学術を教授研究し，もって豊かな教養と人格を備え，

広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

（出典：福島工業高等専門学校学則）

 

資料１－２－①－３

 

教育理念，学習・教育目標，養成する人材像 

 

１．教育理念 

国立高専機構法第３条の高専機構の目的は「機構は，高専を設置すること等により，職業に必要

な専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成すると共に，我が国の高等教育の水準の向

上と均衡ある発展を図ることを目的とする。」である。 

 

福島工業高等専門学校（本校）の教育理念は，この機構の目的に沿って下記の３項目を設定

した。 

１）広く豊かな教養と人間力の育成 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

２．学習・教育目標 

高専機構の目的及び本校の教育理念に基づき，下記の「学習・教育目標」を６項目設定した。 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために，倫理･教養を身につける。

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し，知識創

造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける。 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら

工夫して新しい産業技術を創造できる能力を身につける。 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力を

身につける。 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより，創造的実践力を身につける。 

６）情報技術を活用して，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーショ

ン能力を身につける。 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

３．養成する人材像 

 本校の準学士課程は工学系４学科及びビジネス系１学科，専攻科課程は工学系２専攻及びビジ

ネス系１専攻から構成されており，「工学－ビジネス」の融合したシナジー教育が特色である。

そのため，本校の養成する人材像を以下に列記する。 
 

１）工学系の学科と専攻 

① 十分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者 

② モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

③ 外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 
 

２）ビジネス系の学科と専攻 

①管理能力を持ったビジネス系職業人 

②国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

③情報技術を備え，工学的知識も獲得した実践的職業人 

 

４．卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

準学士課程 

１）人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識を修得し，柔軟に対応する能力 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し，新しい技術を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力 

専攻科課程 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に，融合・複合的な専門知識を修得し，知識創

造の時代に柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により，複眼的な視野を持って自ら

工夫して新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し，問題解決のみならず課題探究する能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した，国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテーショ

ン能力 

 

（出典：福島工業高等専門学校平成 19 年度学生便覧） 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－４

 

「教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、卒業（修了）時に 

身に付けるべき学力や資質・能力」の教室掲示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（出典：各教室への掲示）

 

本校では，平成 19 年４月下旬に，準学士課程や専攻科課程の全学生及び全教職員に対して，本校

の教育理念，学習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能

力等の周知状況についてのアンケート調査（資料１－２－①－６～８）を実施した。その結果によれ

ば、学生については約 90％以上、教職員については約 70％以上が「知っている」と回答している。

なお，このアンケート調査において「あまり知らない」及び「全く知らない」と回答した教職員につ

いては，その後研修をを実施してその周知徹底を図る体制を作っている。 

 

 

 

 

 

教育理念 
 

１）広く豊かな教養と人間力の育成 

 

２）科学技術の基礎的素養と創造性及び実践性の育成 

 

３）固有の才能の展開と国際的な視野及びコミュニケーション能力の育成 

 

養成する人材像 

１）工学系の学科と専攻 

①分な基礎学力の上に専門知識を修得し，知識創造の時代に柔軟に対応できる技術者 

②モノづくりと環境保全の調和に配慮できる技術者 

③外国語能力を備え，ビジネス系の知識も獲得した実践的技術者 

２）ビジネス系の学科と専攻 

① 理能力を持ったビジネス系職業人 

② 国際社会に対応したビジネスコミュニケーション能力を持った職業人 

③ 情報技術を備え、工学的知識も獲得した実践的職業人 

 

卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

準学士課程 

１）人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識を修得し、柔軟に対応する能力 

３）複眼的な視野を持って自ら工夫し、新しい技術を創造する能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決や課題探求する能力 

５）モノづくりやデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用したプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力 

専攻科課程 

１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うための倫理・教養 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し、

知識創造の時代に柔軟に対応できる能力 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により、複眼的な視野を持っ

て自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決のみならず課題探究する

能力 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を生かした創造的実践力 

６）情報技術を活用した、国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテ

ーション能力 

 

学習・教育目標 

 
１）地球的視野から人や社会や環境に配慮できる能力を養うために、倫理・教養を身につ

ける。 

 

２）工学およびビジネスの幅広い基礎知識の上に、融合・複合的な専門知識を修得し、知

識創造の時代に柔軟に対応できる能力を身につける。 

 

３）工学系科目－ビジネス系科目の協働（シナジー）効果により、複眼的な視野を持って

自ら工夫して新しい産業技術を創造できる能力を身につける。 

 

４）情報収集や自己学習を通して常に自己を啓発し、問題解決のみならず課題探究する能

力を身につける。 

 

５）モノづくりやシステムデザイン能力を養うことにより、創造的実践力を身につける。 

 

６）情報技術を活用して、国際社会で必要なコミュニケーション能力およびプレゼンテー

ション能力を身につける。 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－６

教職員に対するアンケート調査 
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福島工業高等専門学校 基準１ 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

 

 

［質問１］ 所属学科・課

12%

9%

7%

7%

7%

18%

17%

11%

12% 機械

電気

物質

建設

コミ

一般

総務課

学生課

技術部

 

［質問２－１］ 教育理念

36%

53%

9%

1%

1%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

 

 

 

［質問２－２］ 学習・教育目標

34%

53%

11%
2%

0%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－３］ 養成する人材像（工学系学科および専攻科）

21%

53%

22%

2%

2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

 

 

［質問２－４］ 養成する人材像（ビジネス系学科および専攻科）

17%

48%

26%

7% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－５］ 養成する人材像（準学士課程各学科）

15%

66%

15%

2% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他
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福島工業高等専門学校 基準１ 

［質問２－６］ 養成する人材像（専攻科課程各専攻）

12%

64%

20%

2% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－７］ 卒業時の学力・資質・能力（準学士課程）

27%

55%

14%

3%
1%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問２－８］ 専攻科修了時に身に付けるべ
き学力や資質・能力

22%

55%

17%

4% 2%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

その他

 

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成
する人材像、卒業（修了）時に身に付ける

べき学力や資質・能力の確認
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（出典：認証評価委員会資料） 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－７

準学士課程の学生に対するアンケート調査 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

 

 

［質問１］ 所属学年

22%

20%

22%

20%

16%
0%

1年

2年

3年

4年

5年

その他

 

［質問２］ 所属学科

20%

19%

22%

19%

20%

0%

機械

電気

物質

建設

コミ

その他

 

 

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、
卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力の周知

89%

10% 1%

ある

ない

その他

 

 

［質問４］ 教育理念等をどこで見たり、聞いたりしたか
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（出典：認証評価委員会資料）
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－８

専攻科課程の学生に対するアンケート調査 

  20



福島工業高等専門学校 基準１ 

［質問１］ 所属学年

60%

40%

専1年

専2年

［質問２］ 所属専攻

40%

34%

26%

機械・電気

物質・環境

ビジコミ

  

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、
修了時に身に付けるべき学力や資質・能力の周知

100%

0%

ある

ない

 

［質問４］ 教育理念等をどこで見たり、聞いたりしたか
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（出典：認証評価委員会資料）
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福島工業高等専門学校 基準１ 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的や教育理念，学習・教育目標等を掲載した学校要覧や学生便覧等を教職員及び学生に配

布し説明するほか，各教室内に掲示してその周知を図っている。また，教員に対しては種々の会議や

研修等の機会に説明することにより周知徹底を図っている。平成 19 年度初めに学生や教職員の周知

状況を把握するため行ったアンケート調査の結果では，学生の約 90％以上及び教職員の約 70％以上

が「知っている」との回答結果が得られている。 

以上のことから，本校ではその目的，教育理念等が，学校の構成員に概ね周知されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，その教育理念や学習・目標等をウェブサイト（資料１－２－①－１）に掲載することに

より，社会に対して公表している。また，本校の学校要覧（資料１－２－②－１）や夏休み期間に実

施する一日体験入学や中学校や高校へ出向いての学校説明会などを通して，学校の目的や教育理念等

を説明している。また，平成 16 年 10 月から平成 19 年 3 月まで 30 回に亘って連載された地元新聞

記事「福島高専の挑戦」（資料１－２－②－２～３）等を通しても，広く社会に公表している。 

 

資料１－２－②－１

福島工業高等専門学校の教育理念，学習・教育目標及び養成する人材像 

（出典：国立福島工業高等専門学校要覧 2007） 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－②－２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：「いわき民報」新聞掲載記事） 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－②－３

 

（出典：「いわき民報」新聞掲載記事）

 

本校の平成 16～18 年度卒業（修了）生及び本校卒業生の就職企業等学外者に対しても，平成 19 年

４月下旬から５月初めにかけて，本校の教育理念や学習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修

了）時に身に付けるべき学力や資質・能力等の周知状況に関するアンケート調査（資料１－２－②－

４～５）を実施した。その結果によれば，卒業（修了）生については回答者の約 80％以上，また企

業等学外者については回答者の約 70％以上が「知っている」と回答している。 

以上のことから，本校の目的や教育理念等が社会に対して広く公表され，周知されている。 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－②－４

卒業（修了）生に対するアンケート調査

 

 

 

  25



福島工業高等専門学校 基準１ 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

［質問１］ 卒業（修了）学科（専攻）
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［質問２］ 年齢層

100%

0%0%0%0%0%0%0%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳～

［質問４］ 企業の業種・分野

0%4% 0%
7%

14%
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0%

7%

4%
0%4%0%

25%

4%

7%

4%

11%
0%0%4%
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大学等教育機関

研究機関

その他

［質問５］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、
卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を

見たり聞いたりしたことがあるか

81%

19%

ある

ない

［質問６］ どこで知ったか

25%

18%

10%

34%

2%

1%

10% 本校関係者による説明

学校要覧等の刊行物

本校ホームページ

本校校内の掲示

いわき民報記事「福島
高専の挑戦」

その他

無回答

（出典：認証評価委員会資料）

 

  27



福島工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－②－５

 

企業等学外者に対するアンケート調査 
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福島工業高等専門学校 基準１ 
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福島工業高等専門学校 基準１ 

 

［質問１］ 業種・分野
機械

輸送用機械　

金属

電気機器
精密機器

化学

繊維

医薬品

食品

電気・ガス
運輸

通信

建設

卸売・小売

金融

情報

官公庁等
大学等教育機関

研究機関

その他  

［質問２］ 採用学科（準学士課程）

26%

24%
21%

14%

9%

6%
機械工学科

電気工学科

物質工学科（旧工業化学
科）

建設環境工学科（旧土木
工学科）

コミュニケーション情報学
科

無回答

 

 

［質問２］ 採用学科（専攻科課程）

36%

46%

18%

機械・電気システム工学専
攻

物質・環境システム工学専
攻

ビジネスコミュニケーション
学専攻

 

［質問３］ 教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、卒業
（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を見たり、

聞いたりしたことがあるか

73%

25%

2%

ある

ない

その他

 

［質問４］ どこで知ったか

11

9

31

2
1 1

0

5

10

15

20

25

30

35

本
校

関
係

者
に

よ
る

説
明

学
校

要
覧

等
の

刊
行

物

本
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

本
校

校
内

の
掲

示

い
わ

き
民

報
記

事
「福

島
高

専
の

挑
戦

」

そ
の

他

企
業

数
（
社

）

 

 

 

（出典：認証評価委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

ウェブサイトに本校の目的等を掲載しているほか，「学校要覧」等にも本校の目的，教育理念，学

習・教育目標，養成する人材像及び卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力等を記載して

おり，一日体験入学や中学校訪問時においても積極的に説明している。また，地元新聞に「福島高専

の挑戦」と題する記事を長期にわたって掲載し，広く社会への周知を図っている。さらに，卒業（修

了）生や企業等学外者への学校の目的や教育理念等の周知度に関するアンケート調査を行い，その結

果では回答者の約７割以上が「知っている」との回答を得ている。 

以上のことから、本校の目的は，社会に対して広く公表されている。 

 

  

（２）優れた点および改善を要する点 

【優れた点】 

・教職員、学生に加えて卒業（修了）生や企業等学外者に対しても積極的にアンケート調査を実施

し，その周知状況を把握している。 

・学校の目的や教育理念等をウェブサイトや学生便覧，学校要覧等に掲載しているほか，教室等に

も掲示して学生や教職員に対してその周知を図っている。また，教育理念等を含む学校の紹介記

事を地元の新聞紙上に長期に亘って連載するとともに，さらにそのパンフレットを印刷配布して，

広く社会に公表している。 

【改善を要する点】 

・該当なし 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校では，学校創立時に「学校の目的」を定め，その後「教育理念」や「学習・教育目標」等が設

定されて現在に至っている。また，準学士課程や専攻科課程及び各学科や各専攻ごとに「養成する人

材像」を定めると共に，さらに「卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力」を定めること

により，学生が本校で学修する際の具体的指針を示している。 

 本校では，「学校の目的」を高等専門学校設置の趣旨及び学校教育法に定める高等専門学校の目的

を踏まえて定めており，「教育理念」や「学習・教育目標」については，学校教育法に定める高等専

門学校の目的との関連を意識して策定していることから，本校の目的は学校教育法の規定からはずれ

るものではない。 

 本校では，先に行ったアンケート調査の結果から，教職員や学生等の構成員，また卒業（修了）生

や企業等学外者に対しても，本校の目的，教育理念，学習・教育目標等が概ね周知されていることが

明らかになっているが，さらに学生に対しては校内掲示や授業及びホームルーム等，また教職員に対

しては研修等を通じてその周知徹底を図る取り組みも行っている。 

また，本校の目的や教育理念，養成する人材像等は，学校のホームページや「学校要覧」等の配付

資料及び地元新聞の連載記事にも掲載され，広く社会に公表されている。 


